
▲事故車からの救出

▼建物からの救出訓練
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こ
の
た
び
、議
会
役
員
改
選
に
よ
り
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
議
長
の
重
責
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学

菲
才
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、与
え
ら
れ
た
職
務
を
全
う
す
る
よ

う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
さ
て
、地
方
分
権
推
進
が
言
わ
れ
て
久
し
い
中
、１
９
９
５
年
の

「
地
方
分
権
推
進
法
」の
公
布
以
来
、こ
れ
に
関
連
す
る
勧
告
、答
申
、指
針
、法
令
等
が
今
日
に
至

る
ま
で
多
く
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
方
自
治
法
が
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
今
年
は
、３
．
１
１
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、被
災
地
復
興
支
援
や
放
射
能
対

策
な
ど
が
地
域
自
治
の
重
要
課
題
と
な
り
、自
治
体
の
自
治
権
と
住
民
協
働
の
自
治
の
実
現
が

期
待
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
市
に
お
い
て
は
自
治
振
興
会
が
発
足
し
、市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
後
更
な
る
活
発
な
活
動
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
甲
賀
市
は
、鈴
鹿
の
山
並
み
に

象
徴
さ
れ
る
山
紫
水
明
の
自
然
、多
く
の
先
人
達
の
歴
史
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
道
路
や
街
並
み
、

工
業
製
品
出
荷
額
県
下
１
位
の
経
済
基
盤
、そ
し
て
そ
こ
に
住
み
、暮
ら
す
市
民
の
住
民
活
動
と

住
民
自
治
へ
の
取
り
組
み
は
市
の
誇
る
べ
き
財
産
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
市
民
は
こ
の
財
産
を
大
切
に
し
て
、市
民
と
協
働
す
る
甲
賀
市
の
自
治
を
築
い
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、市
議
会
に
お
い
て
は
市
民
の
皆
様
の
幅
広
い
ご
意
見
を
議

会
に
反
映
し
、議
員
間
や
執
行
部
と
の
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
甲
賀
市
の
更
な

る
発
展
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

　
11
月
２
日
、第
４
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
が
提
案
し
、審
議・
可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、選

挙
４
件
が
執
行
さ
れ
、次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

◉
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◉
契
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締
結

◦
甲
賀
市
消
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載
車
購
入

　
　
契
約
額　
３
，０
０
３
万
円

　
　
契
約
の
相
手
方　

�

株
式
会
社
奥
山
ポ
ン
プ
商

会
栗
東
営
業
所

◦
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入（
そ
の
４
）

　
　
契
約
額　
１
，５
４
３
万
５
千
円

　
　
契
約
の
相
手
方　

�

甲
賀
広
域
小
規
模
産
業
振

興
事
業
協
同
組
合

◦
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入（
そ
の
５
）

　
　
契
約
額　
１
７
，７
９
７
，５
０
０
円

　
　
契
約
の
相
手
方　

�

甲
賀
広
域
小
規
模
産
業
振

興
事
業
協
同
組
合

◉
選　
挙　
（
敬
称
略
）

◦
議
長　
　
村む

ら
山や
ま　
庄
し
ょ
う
衞え

◦
副
議
長　
中な
か
島じ
ま　
　
茂
し
げ
る

◦
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
奥お

く
村む
ら
美み

つ

よ
津
代　
　
松ま
つ
山や
ま　
　
仁
ひ
と
し

　
　
平ひ
ら
尾お　
照て
る
子こ　
　
杉す
ぎ
本も
と
喜き

く

お
久
雄

◦
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
　
田た

中な
か　
　
章あ
き
ら　
　
下し
も
川か
わ　
　
昻
た
か
し

　
　
酒さ
か
井い　
義よ
し
仁ひ
と　
　
大お
お
西に
し　
和か
ず
代よ

大
規
模
災
害
に
備
え
て

　
大
規
模
災
害
に
備
え
て
市
内
で
２
つ
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
、市
民
、防
災
関
係
機

関
な
ど
の
相
互
連
携
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
市
民
、関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

甲賀市総合防災訓練
　鮎河山村広場を主会場に11月18日、甲賀市総合防災訓練を実施しました。
　この日は午前７時45分に鈴鹿西縁断層帯を震源とする大規模地震が発生し
たという想定で行われ、地元鮎河学区民の方をはじめ、防災関係機関を含む22
団体約520名が訓練に参加し、防災意識や防災力の向上を図りました。

滋賀県広域消防相互応援協定
南ブロック連携訓練
　市役所甲南庁舎周辺で11月24日、平成24年度滋賀県広域消防相互
応援協定南ブロック連携訓練が実施されました。
　琵琶湖西岸断層帯を震源とする大規模地震が発生したことを想定
し、消防や病院など５つの関係機関約100名が参加しました。

地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
活
躍

甲
賀
市
女
性
消
防
隊

　
甲
賀
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
は
、現
在
19
名
の
団
員
で
、防
火
啓
発
活
動
や
応
急
手
当

講
習
な
ど
、地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
10
日
に
甲
賀
広
域

行
政
組
合
消
防
本
部
で
開
催
さ
れ

た
滋
賀
県
消
防
協
会
第
２
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
消
防
操
法
選
考
会
に
も
出

場
し
、健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

▲住民参加による初期消火訓練

▼女性消防操法選考会

消
防
本
部
救
助
水
難
隊
に
よ
る　

水
難
事
故
救
出
訓
練
▼
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